
平
成
二
十
二
年
六
月
四
日
受
領

答

弁

第

五

〇

三

号

内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
〇
三
号

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由

紀

夫

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
宝
く
じ
関
連
の
事
業
仕
分
け
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
宝
く
じ
関
連
の
事
業
仕
分
け
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会
の
宝
く
じ
の
普
及
宣
伝
の
事
業
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
普
及
広
報
事
業
並
び
に

財
団
法
人
全
国
市
町
村
振
興
協
会
の
市
町
村
振
興
事
業
に
対
す
る
助
成
事
業
及
び
市
町
村
振
興
宝
く
じ
販
売
促
進
事
業
（
以

下
「
宝
く
じ
関
係
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
本
年
五
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
寺
田
学
衆
議
院
議
員
が
取
り
ま

と
め
役
と
し
て
参
加
し
た
行
政
刷
新
会
議
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
、
「
地
方
財
政
の
一
層
の
拡
充
の
た
め
に
、
ま
た
宝
く
じ
に
夢
を
持
っ
て
楽
し
み
に
購
入
さ
れ
る
方
々
の
利
益
の
た
め
に

、
天
下
り
の
方
々
の
高
額
給
与
の
問
題
、
過
度
に
豪
華
な
オ
フ
ィ
ス
、
複
雑
な
交
付
形
態
、
無
駄
な
宣
伝
広
報
事
業
、
こ
れ

ら
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
ま
で
は
、
宝
く
じ
の
認
可
権
限
者
で
あ
る
総
務
大
臣
は
宝
く
じ
の
販
売
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い

こ
と
と
す
る
」
こ
と
が
、
評
価
結
果
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
せ
ん
金
付
証
票
（
以
下
「
宝
く
じ
」
と
い
う
。
）
の
発
売
許
可
に
つ
い
て
、
仮
定
の
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し

控
え
た
い
。

二
に
つ
い
て

一



都
道
府
県
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以

下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
は
、
地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三
十
二
条
及
び
当
せ
ん
金
付
証
票

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
宝
く
じ
を

発
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
く
じ
の
発
売
に
よ
り
調
達
す
る
資
金
（
以
下
「
宝
く
じ
の
発
売
収
益
」
と
い
う
。
）
は
地
方

の
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
り
、
宝
く
じ
の
発
売
を
行
う
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
は
単
独
で
、
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
五

十
二
条
の
二
第
一
項
の
協
議
会
を
設
け
て
共
同
し
て
、
宝
く
じ
の
発
売
の
事
務
を
管
理
し
及
び
執
行
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
宝
く
じ
の
「
販
売
の
許
可
基
準
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

、
許
可
を
す
る
か
ど
う
か
を
法
令
の
定
め
に
従
っ
て
判
断
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
基
準
と
し
て
「
宝
く
じ
運
営
方
針
」

（
平
成
十
六
年
三
月
二
十
二
日
付
け
総
財
地
第
九
十
七
号
総
務
省
自
治
財
政
局
長
通
知
）
を
定
め
、
都
道
府
県
及
び
指
定
都

市
に
通
知
し
て
い
る
。
「
宝
く
じ
運
営
方
針
」
は
、
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
関
与
の
基
本
原
則
を
定
め
た
地
方
自
治

法
第
二
百
四
十
五
条
の
三
の
規
定
を
受
け
て
、
許
可
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
と
す
る
と
と
も

に
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
及
び
自
立
性
に
配
慮
し
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
せ
ん
金
付
証
票
法
で
定
め
る

要
件
及
び
「
宝
く
じ
運
営
方
針
」
を
満
た
す
発
売
申
請
に
つ
い
て
、
当
せ
ん
金
付
証
票
法
及
び
「
宝
く
じ
運
営
方
針
」
に
定

二



め
ら
れ
て
い
な
い
事
項
を
理
由
と
し
て
許
可
を
し
な
い
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
当
せ
ん
金

付
証
票
法
及
び
「
宝
く
じ
運
営
方
針
」
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
事
項
を
理
由
と
し
て
不
許
可
と
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
そ
の
定
め
ら
れ
て
い
な
い
事
項
を
含
む
よ
う
に
「
宝
く
じ
運
営
方
針
」
を
改
正
す
る
こ
と
と
な
る
。

三
に
つ
い
て

宝
く
じ
の
発
売
許
可
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
各
評
価
者
が
行
っ
た
意
見
の
表
明
を
集
約
し

、
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
政
刷
新
会
議
の
構
成
員
に
よ
り
審
議
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

、
政
府
の
施
策
は
、
こ
う
し
た
議
論
も
踏
ま
え
、
政
府
内
の
調
整
を
経
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

地
方
財
政
状
況
調
査
に
基
づ
く
平
成
二
十
年
度
決
算
に
お
け
る
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
の
宝
く
じ
の
発
売
収
益
の
額
は

、
北
海
道
八
十
八
億
九
千
九
百
五
十
三
万
四
千
円
、
青
森
県
四
十
七
億
八
千
八
百
七
十
二
万
七
千
円
、
岩
手
県
三
十
八
億
千

五
百
十
五
万
二
千
円
、
宮
城
県
三
十
八
億
六
千
四
十
二
万
円
、
秋
田
県
三
十
五
億
千
五
百
十
七
万
四
千
円
、
山
形
県
二
十
七

億
千
八
百
四
十
八
万
千
円
、
福
島
県
六
十
二
億
千
九
百
四
万
四
千
円
、
茨
城
県
九
十
七
億
二
千
八
百
四
十
五
万
四
千
円
、
栃

三



木
県
九
十
八
億
九
千
百
六
十
八
万
八
千
円
、
群
馬
県
六
十
五
億
二
千
四
百
六
十
一
万
千
円
、
埼
玉
県
百
五
十
二
億
六
千
三
百

九
十
五
万
千
円
、
千
葉
県
百
四
十
七
億
二
千
六
百
六
十
九
万
九
千
円
、
東
京
都
六
百
五
十
三
億
千
八
百
二
十
五
万
円
、
神
奈

川
県
九
十
五
億
五
千
百
五
十
七
万
四
千
円
、
新
潟
県
四
十
八
億
三
千
二
百
八
十
四
万
五
千
円
、
富
山
県
三
十
六
億
千
四
百
十

八
万
三
千
円
、
石
川
県
四
十
億
九
千
二
百
八
十
六
万
円
、
福
井
県
二
十
八
億
四
千
三
百
二
十
四
万
七
千
円
、
山
梨
県
三
十
一

億
七
千
六
百
九
十
万
六
千
円
、
長
野
県
六
十
五
億
六
千
六
百
七
十
三
万
九
千
円
、
岐
阜
県
六
十
五
億
六
千
六
百
九
十
万
二
千

円
、
静
岡
県
八
十
六
億
九
千
七
百
二
十
万
五
千
円
、
愛
知
県
百
五
十
五
億
二
百
四
十
九
万
二
千
円
、
三
重
県
六
十
二
億
千
五

十
四
万
千
円
、
滋
賀
県
三
十
九
億
七
百
七
万
四
千
円
、
京
都
府
四
十
八
億
四
千
九
百
六
十
一
万
二
千
円
、
大
阪
府
百
七
十
九

億
千
四
百
二
十
六
万
七
千
円
、
兵
庫
県
九
十
億
九
千
三
十
八
万
三
千
円
、
奈
良
県
三
十
五
億
四
千
七
百
万
九
千
円
、
和
歌
山

県
三
十
七
億
二
千
八
百
十
四
万
円
、
鳥
取
県
十
九
億
四
千
四
百
五
十
二
万
七
千
円
、
島
根
県
二
十
億
二
千
七
百
三
十
三
万
九

千
円
、
岡
山
県
五
十
八
億
六
千
二
百
二
十
二
万
六
千
円
、
広
島
県
五
十
五
億
六
千
九
百
七
十
八
万
千
円
、
山
口
県
四
十
九
億

六
千
五
百
六
十
一
万
六
千
円
、
徳
島
県
三
十
億
三
千
九
百
十
八
万
七
千
円
、
香
川
県
二
十
九
億
九
千
三
百
八
十
二
万
五
千
円

、
愛
媛
県
四
十
九
億
千
二
百
十
万
三
千
円
、
高
知
県
三
十
三
億
四
千
六
百
六
十
一
万
八
千
円
、
福
岡
県
七
十
一
億
八
千
七
十

六
万
円
、
佐
賀
県
三
十
億
千
五
百
九
十
五
万
八
千
円
、
長
崎
県
四
十
一
億
七
千
七
百
三
十
二
万
六
千
円
、
熊
本
県
六
十
一
億

四



千
六
百
二
十
九
万
二
千
円
、
大
分
県
四
十
億
三
千
四
十
二
万
九
千
円
、
宮
崎
県
三
十
七
億
三
千
八
百
十
五
万
七
千
円
、
鹿
児

島
県
五
十
五
億
七
千
三
百
八
十
六
万
五
千
円
、
沖
縄
県
五
十
三
億
六
千
十
四
万
五
千
円
、
札
幌
市
六
十
四
億
八
千
九
百
二
十

七
万
二
千
円
、
仙
台
市
二
十
八
億
九
百
九
十
八
万
三
千
円
、
さ
い
た
ま
市
三
十
五
億
三
千
六
百
十
万
千
円
、
千
葉
市
三
十
一

億
二
千
七
百
五
十
万
千
円
、
横
浜
市
百
二
十
四
億
六
千
九
百
十
一
万
三
千
円
、
川
崎
市
四
十
六
億
八
千
二
百
七
十
七
万
三
千

円
、
新
潟
市
十
七
億
七
百
四
十
万
千
円
、
静
岡
市
二
十
四
億
七
百
九
十
九
万
四
千
円
、
浜
松
市
二
十
三
億
七
千
百
六
十
八
万

円
、
名
古
屋
市
百
十
八
億
七
千
三
百
四
十
一
万
七
千
円
、
京
都
市
四
十
億
七
百
八
十
二
万
八
千
円
、
大
阪
市
百
七
十
億
九
千

十
五
万
三
千
円
、
堺
市
二
十
三
億
七
千
七
百
七
十
一
万
八
千
円
、
神
戸
市
七
十
億
七
千
二
百
二
十
万
二
千
円
、
広
島
市
四
十

二
億
二
千
四
百
五
十
九
万
四
千
円
、
北
九
州
市
四
十
七
億
二
千
七
百
九
十
二
万
円
、
福
岡
市
五
十
三
億
三
千
四
百
二
十
九
万

千
円
で
あ
る
。

ま
た
、
宝
く
じ
の
発
売
収
益
の
一
部
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
設
立
さ
れ
て
い
る
財
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
市

町
村
振
興
協
会
に
交
付
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
市
町
村
（
指
定
都
市
を
除
き
、
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
交
付
さ
れ

て
い
る
が
、
各
市
町
村
に
対
す
る
交
付
額
は
把
握
し
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

五



宝
く
じ
の
発
売
収
益
は
、
雑
収
入
の
一
部
と
し
て
地
方
財
政
計
画
に
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二
十
二
年
度

の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
雑
収
入
を
四
兆
五
百
六
億
円
計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
宝
く
じ
の
発
売
許
可
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
仮
定
の
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と

は
差
し
控
え
た
い
。

六
に
つ
い
て

宝
く
じ
関
係
事
業
は
宝
く
じ
の
売
得
金
の
一
部
を
財
源
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
共
同
事
業
で
あ
り
、
そ

の
支
出
は
地
方
公
共
団
体
が
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

行
政
刷
新
会
議
は
、
「
行
政
刷
新
会
議
の
設
置
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
一
年
九
月
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
国

民
的
な
観
点
か
ら
、
国
の
予
算
、
制
度
そ
の
他
国
の
行
政
全
般
の
在
り
方
の
刷
新
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
宝
く
じ

関
係
事
業
は
、
国
の
制
度
及
び
国
の
行
政
の
在
り
方
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
本
年
五
月
に
実
施
し
た
政
府
系
の
公
益
法
人

等
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
の
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
検
証
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

宝
く
じ
関
係
事
業
は
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
が
総
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
発
売
し
て
い
る
宝
く
じ
の
売
得
金
の
一
部

六



を
財
源
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
趣
旨
や
意
図
を
説
明
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
趣
旨
で
発
言
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
宝
く
じ
関
係
事
業
は
、
国
の
制
度
及
び
国
の
行
政
の
在
り
方
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、

本
年
五
月
に
実
施
し
た
政
府
系
の
公
益
法
人
等
が
行
う
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
検
証
を
行
っ
た

も
の
で
あ
り
、
事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
各
評
価
者
が
行
っ
た
意
見
の
表

明
を
集
約
し
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
政
刷
新
会
議
の
構
成
員
に
よ
り
審
議
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
政
府
の
施
策
は
、
こ
う
し
た
議
論
や
地
域
主
権
改
革
の
観
点
も
踏
ま
え
、
政
府
内
の
調
整
を
経
て
決
定
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

宝
く
じ
関
係
事
業
に
関
す
る
事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
各
評
価
者
が
行

っ
た
意
見
の
表
明
を
集
約
し
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

総
務
大
臣
と
し
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
指
摘
を
地
方
公
共
団
体
に
伝
え
、
検
討
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

七



し
っ
か
り
と
改
善
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て
早
急
に
改
革
に
取
り
組
み
、
宝
く
じ
の
発
売
許
可
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

十
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
結
果
的
に
判
定
が
覆
さ
れ
た
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
昨
年
十
一
月
に
実
施
し
た
事
業

仕
分
け
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
「
予
算
編
成
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て

、
「
こ
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、
内
閣
の
責
任
で
歳
出
を
大
胆
に
見
直
す
。
そ
の

一
方
、
殊
に
政
治
的
判
断
を
要
す
る
事
業
は
、
予
算
編
成
の
過
程
に
お
い
て
必
要
な
結
論
を
得
る
。
総
じ
て
、
予
算
に
盛
ら

れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
十
分
な
説
明
責
任
を
果
た
す
。
」
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
「
殊

に
政
治
的
判
断
を
要
す
る
事
業
」
と
し
て
大
臣
折
衝
を
行
っ
た
も
の
は
、
「
（
独
）
理
化
学
研
究
所
�
（
次
世
代
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
推
進
）
」
及
び
「
農
業
共
済
等
（
農
業
共
済
事
務
費
負
担
金
、
農
業
共
済
国
庫
負
担
金
）
」

の
二
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
政
刷
新
会
議
の
構
成
員
に
よ
り
審
議
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
政
府

の
施
策
は
、
こ
う
し
た
議
論
も
踏
ま
え
、
政
府
内
の
調
整
を
経
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

八


